


はじめに
町民ギャラリーでの「考古資料で見る横芝光町の歴史展J も

今回 3 回目を迎え 、 この度は奈良 ・ 平安時代を取リ上げました。

奈良 ・ 平安時代は、 日本が律令という法捧が整備され、 ょう

や〈外国に対して固という形が整ったときであります。そうし

た時代、 地方はどうであったのかを知るキがかりとして、 遺跡

の発掘調査によって得られた豊宮な資料があります。町内でも

これまでに 20箇所全の遺跡が発掘調査され、 そのほとんピの遺

跡から幸良 ・ 平安時代の資料が出土しました。それはこの地域

でも幸良時代になって . 急速に人口が増加した事を示 L 、 図的

成立が地域の発展にも大きな貢献を果たした事をあらわしたと

も言えます。それはその時代が平和であり、地域社告が暮らし

やすかったと推定されます。

しかし 、 平安時代中頃になると.平将門の乱をはじめとして

社告が不安定化 L 、 律令制下のもと公地公民化した地域社会が、

有力者の私有化による荘園の増加を生み 、 律令制が崩壊してい

きました。そういう情勢の中、 特に房総では平まをはじめとす

る武士の発生と 、 戦乱の頻発とによって非常に荒廃していった

と言われています。

そうした時代の消長を 、 町内を発掘調査されて出てきた資料

を紹介する事によって、 その実相を知っていただければとの企

図をもとに革手しました。幸良 ・ 平安時代と言うと上述の様に、

発車してい〈平和な時代と 、 崩壊の中で衰退してい〈時代とで

あり、出土した資料はどち らかと言 うと地味で、あまり個性が

な〈面白くないのが正直な所です。それでも町内からは、 トピ

，/7 となるような物もあリ 、 また展示できませんが、 当地から

正倉院に収納された御物の布もあけ 、 日本の歴史の一翼をにな

っていた事を物語っています。そうした事を想憎し立がら 、 展

示をご覧いただければ幸いです。
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本曹は 、 平成26年 10 月 11 日から 12 月 21 日まで 、 横芝光町立

図書館 21>，;超民ギャラリーで開催された企画展「考古資料で見

る横芝光町の歴史 3J 展図録である。

本図録の執筆 ・ 編集は、横芝光町教育委員会社会文化課生涯

学習班道j宰明が当たった。



横芝光町の歴史年表 (飛鳥時代~平安時代)
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1. 古代の日本
7 世紀の日本、 大化的改新、 壬'1'の乱を経て 、 律令が制定され、 ょうや〈

国的形が整ってきた。 8 世紀になると聖武王立が平城京に遷都し 、 奈良時代

と呼ばれる都を中~どして、 地方も古墳時代のような国造華族の支配から 、

国 ・ 郡なとに分国きれ、 国府 ・ 郡衝が設躍され、 国的統治体制が完成された。

日本は大 き〈五畿七道に分けられ、さ らに都を中 .Z; Iこ大きな地域は 、 上下、

前中後を付けて細分された。耳総でははじめ南北で上総 下総に分けられ、

その段、 半島南部を安房に分国され、 江戸時代まで続いた。聞については 、

時代の変遷によって、その時々の事情で移動があった。

"Y' 

0.../ ・・ 0 

0 "，ア

「延喜式j

一ー 畦道界

一一国境

による古代の行政区分(千葉県の歴史 2 より)

: ィ

世内で は、 壬申の乱世、

天武天皇が飛鳥浄御原に宮

を置いたのち 、 桓武天皇が

平安京遷都するまで、都カ、

転々と移動した。

中でも聖武天皇は、平城

京遷都 f堂 、 そこを暗い、 畿

内各地を放浪する様に移動

した。

この械に田町中~である

都が移転している事から 、

地方の国府 ・ 郡街も移動し

た可能性が考えられる。上

総固でも未だにその国府が

何叫にあったか分かってい

ない。その圏内には国府地

名が各地に遺 I J 、 もしかす

ると転々と移動したのかも

しれない。



II. 古代の千葉、 横芝光
古代の千葉は 、 はじめ」さの固と呼ばれ、 やがて大化の改新を経て 、 全国を

60 全国に分固されると 、 上総と下総とに分 け られた。そして養老 2(7 J 8) 年、

よ総国の 内 、 南部の 4 郡を 割いて安房国が分固 さ れ、 3 固 と なった。この内、

下総国は般品、 結城 、 豊田が現在的茨城県、 葛飾が東京都になって い るかなり

広い鈍固で あった。そしてそれぞれの固には国府が置かれ、さ らに国 中 を郡に

分け 、 郡街を置いて統治に当たった。上総園、 下総固ともに 11 郡に分けられ、

その堺は東で栗山川 . 西で村田川 と L . その問を結ぶ織は 台地の中央を通って

い る。その結果、 上総国武射聞が北へ大 き 〈世い込んで い る。これは おそら〈

古墳時代における牽族の勢力伸長による反覗と見る事がで き ょう。

今の横芝光町は、栗山川を挟んで 'T域が広がり 、 古代の上総国武射郡と下総

国匝瑳郡町一却をそれぞれ取り込んで い る.しかし 、 川を挟んでの両側では 、

文物の大 き な哩 い はなく 、 むしろ交流を示す資料があって、 国郡の遣いが大 き

な隔たけを作る事 は なかった。

, ，似m-
房総三国分郡図(千葉県の歴史 2 より)

•• 
.. 圃

.嗣

片野

同

町内の柵名比定地

下・・圃•• • .. 

平安時代 1 0 世紀に繰草 さ れ

た和名類聾抄に は 、 現在も残 る

抑名が記されている。 押殺は 牛

熊 、 長倉は そのままである。そ

の ほか畔代は栗山、 IJ[企は木戸

台 、 片野は 八回、 石室は ノ] 、 111 台 、

幡聞は 目篠 ・ 原方などに推定さ

れているが、 確かな事 は分かっ

ていない。
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III. 横芝光田Tの奈良 ・ 平安時代遺跡
横芝光町には、 現在奏。られているところ だけでも 20箇所ほどの、 奈良 平安

時代の遺跡があり 、 その立地は台地よだけでな〈 、 九十九里平貯の低地の融高

地にも広がり 、 当時の人々の活動の場が広がっていた事力、分かる 。 また、海岸

に屯い屋形に は、 平良兼居住伝説が残る様に 今とほとんど変わらない景観で

あったと思われる。

. ，を宿遺跡

O その他の遺跡
。 古代郷推定地

主主 ¥ 

横芝光町の奈良 ・ 平安時代の喧跡

l 篠ヰド滅.L遺跡 2 神山谷遺跡 3 新色遺跡 4 芝崎遺跡 5 中島遺跡
6 ヘ石田z電跡 7 '1 川台遺跡 8 北長山町遭跡 9 象畏山野遺跡

ν〆

10 1記念宮脇 宮ノ前遺跡 11 鍛冶屋台遺跡 12 中台大木戸遺跡 13 "作台遺跡
14 古川新図低地遺跡 15 ~使申遣部 16 屋形粉豆遭祢 17 石室郷 18 ，甲穣郷
19 1史倉崎 20 園時代郷

4こ



1 篠本城山遺跡
城山遺跡では台地よ約 3 万:吋に、奈良 ・ 平安時代の住居跡が 10軒、 土坑が10基検出 さ

れたのみで、 後世の喧檎によって消失されたことを考嘩しても、東隣の神山谷遺跡から

比べると遥かに少な L 、。これは古喰と土坑(基坑)の存在から、この台地が生活の場で

はなく基域としての聖地であると古う意識から、集落を形成しなかったと思われ、 出土

遺物も生活用具としての土器(土師器聾)は少なく 、 対して墨書土師器杯や項 患器が多

かった。

~\ 

~V-ぺ ~ ¥'Y--- 奈良時代制
平安時j~i電機

城山喧跡の奈良 ・ 平安時代の喧構と喧物分布

. .A:~世間

企 ・..
. 平岡叫開

・ ・R
. ・5・0 ・.

一
5 



城山遺跡全景

城山 l号位居跡

6 
城山1号住居町、出土遺物

城山遺跡の中で l 号住

居跡は 1.66x 2.33m と小

金!J1t葉でありなヵ、ら、す不ヵ、

6 点、 聾 8 点のほか鉄

謙、砥石、 度 化豆 ・ 布な

ど多くの遺物が、さなが

ら 生活当時そのままの姿

で、 一瞬の火災にあって、

そのまま埋没したと里わ

れる状態で出土した。

この住居跡は出土壇物

から 9世紀世半と思われ、

この周辺からは同期の住

屠跡はなく 、 全〈の孤立

した存在である。ただ小

豆と思われる提化豆 E 、

農化した布が出土したの

はJ主目 さ れる。しかし 、

この住居跡が特別な茸味

を有していたとは、 喧物

からでは判段できず、 謎

の y い住居跡である。

民化した豆
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2 . 神山谷遺跡

、一ー、~

神山長喧跡全体図
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神山谷遺跡は、 城心遺跡の東隣にあ 1) 、 南北に細長い台地と城山との聞の谷部斜面どから、

奈良 ・ 平安時代の位居跡が約160軒ほ ど検出された。奈良時代は65軒ほ ど、 平安時代は95軒

ほどど 、 平安時代の方が時の長い分多 L 、。分布の遣いは大き〈見られないカ\奈良時代の方

が北に多〈 、 平安時代が南に多いという傾向を示す。本遺跡では古域時代の住居跡が100軒

以上あって、 奈良時代はその継続した集落であったと思われ、 平安時代中ごろの 11世紀まで

続いた事が遺物から分かった。特に奈良時代では遺物廃棄遺構が確認され、 多数の遺物が出

土し 、 この時が遺跡の最盛期であったと忠われる.

, 

掛・

# L' , 

北側から見た神山谷喧跡台地部
9 
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奈良時代の遺物

廃棄喧構は、 古地

肩部に南北10m、

幅 3m由民団に、

土器や貝殻ヵ、よか

ら捨てられた様な

状況であった。

奈良時代の壇物廃棄遺構

古域から平安時代まで重なる住居跡
6 -7B号住居跡

平安時代中頃 (11

世紀)になると、

住居跡の竃は貧弱

に主 I J 、 整った形

を呈さな〈なる。



奈良時代2置物廃棄遺構出土の昨類

奈良時代理物廃棄週構虫土の聾類

神山谷遺跡出土の墨書土器

神山谷遺跡的南部

西側の台地宥のと こ

ろから 、 大量の奈良
時代の遺物が出土し

た.遺物は土師器
1貫 主器の杯 ・ 聾など

のほか‘貝殻もあっ

た.状況から遺物の

廃棄した所と考えら

れ、同時代のこうし

たJt物のまとまった

廃棄場は、ほかでは

あまり例がない.

神山谷喧跡か

ら出土した墨曹
土器は50占ほど

あ 1) 、 'fくは l

宇であるが、中

には「大囲神」

の 3 字、 「大京」

の 2 宇がある.

1 宇は 「田J r中」

「幸J r益J r神」

「新J r本J r岳」
などがや|読でき
日

~。

11 



神山谷喧跡出土の 9世紀中頃の土器

神山谷遺跡出土の10世紀後半の土器

神山谷遺跡出土の瓦器碗

12 

神山谷喧跡での平安

時代喧構は 9世紀中頃

が最も予仁左写真の

様な坪 ・ 曹が一組とな

って出土する。これが

当時の食器町 1 セ y ト

であろう.

聾はロ縁に段を有す

る房総形が王流である.

坪は鞭櫨4置き整形で作

られ、内面を黒〈処理

しているものもある.

10世紀後半にな

ると、住屠跡はす

な〈なる.聾の形

はあまり変化しな

いが、杯はロが広

がIj 、 高台を有す

る碗形に変わって

〈る。

10世紀後半から

11世紀になると、

黒色で丸みを有 L 、

高台の付いた器が
出て〈る. これは

都で流行 1 J 出した

瓦器椀を模して作
ったもので、都の

流行がこの地にま

で伝わった事を示

す.



神山谷遺跡出土の灰軸陶器

神山谷理跡出土の;"患器

奈良 ・ 平安時代の理恵器や灰粕陶器は、 王に今の空知県瀬戸から決松の聞の東

海地域で作られ、海路船で運ばれて き たものと思われる。しかし中には質の余

り良〈ない調患器もあって、東海地域以外で作られたものも入ってきている.千

葉でも ;A患器を焼いた窯跡が発見さ れていて、 近〈では八日市場の八辺でも且つ

かっている。また、 常陸産 (主に筑i度中雄)のiH 患器も'f <入ってきている.

13 
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M 仁ゅ L んほう

「宮書神賓」は弘仁 9 (818) 年に初めて鋳遣された

皇朝十二銭のひとつで、奈良 ・ 平安時代の宵幣では最

も'? (造られ流通した。富書神宮い〈っか種類があり 、

これは大宇の宮帯神買である。

帯金具 ・ 飾リ

帯金具 ・ 飾 1)は今で吉うベルトめハ :;7 ルなどの金具とそれに付けられた飾 I} で

ある。左から金銅製のゑ具、玉製の究論、蛇紋岩製d2t害2点銅製の長是である。

鉄製鋤先

出土した鉄製品には、 上の写真のような

説先(これは縦鋤) 、 鎌などのほかに、 刀
子、 紡錘車がある。

紡錘車には、 左の写真のような石製や土

製のお註箪も多しこれは木のi心棒に付け
た弾み車としての道具である。

鉄製鎌

紡錘車



3 新台遺跡
新台遺跡は、城山遺跡の西隣に位置し、 車西 ・ 南北とも 100mを測る台地に、奈良 ・

平安時代の住居跡が10軒、 掘立柱建物跡2棟、 土坑などが検出 された。その富度は城山

遺跡とあま !J ;買わけないが、遺構の性質 と出土壇物が大 き〈異なっ ていた。

新台遺跡では城山 ・ 神山谷両遺跡ではなかった掘立柱建物跡があリ、ま た瓦塔や寺銘

墨書土器が出土した二とである。寺銘墨書土器は 8世紀世半の遺物であ1)、建物跡や瓦

培は 9世紀のものと思われ、伴に仏教関連関連であるところから、奈良 ・ 平安時代の新

古は宗教的(主に仏教)な聖地として位置づけられていた可能性がある。

、

/ 

析で吾遺跡全体図
与ゑ

15 
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二の土坑、上佳35m、深さ

2mで，不整形な堀片で、 井

新台遺跡空中写真

戸の械であるカ\水は出な L 、。 恥

瓦塔力、出土した 9B土坑

6 号住居跡からは、 竃内の

{也、 南壁際からもまとまって

杯が 9 占、出土しその中に

「古寺」 等の墨書土器があっ

た。

「古寺」銘等墨書土器が

出土した6号住居跡



6 号住屠跡出土の墨書土師器杯なと

新台喧跡からは、 瓦塔と共に 「古寺J と書かれた

墨害土器が出土した。しかし、 寺跡と考えられるよ

うな遺構は検出されてな しここに寺があったかは

分からな L 、。もしかすると 、 簡単な小さなお堂でも

建ててあったのかもしれな L 、

98土坑出土の瓦塔
印西市馬飽遺跡出土の七重瓦塔

17 
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4 . 芝崎遺跡、
芝崎遺跡は、 栗山 }l 1 が下総台地の聞から九十九里平野に流れ出す左岸にあ1) 、 標

高 2 -4mの沖積平野の砂州ょの融高地に立地する。調査地は東西500m、幅60111

の艇固で、 そのほぼ全体で奈良 ・ 平安時代の畑跡と住居跡が検出され、中央部の最

も高い所で掘立柱建物跡群が分布する大規模な農村集落であることが分かった。
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遺跡の中央部に分布する掘立柱建物跡群は、平安時代の 9世紀から 10世紀代で、

多くは 2X3 問の同l柱式建物跡が多〈 、 他に l X2 聞で中柱有、 2X 5 問、 府柱

付きなど様々であるが、 あまりに重なっているため、 その一時期の配列を見極的

る こ とは困難となっている。

畑跡は、 時期的な分析をすると 、 隣リ合う区画の畑の畝方向が直行するように

あり 、 畑の区画を意識的に定めていたように思われる。

芝崎遺跡中央部から西方向を見る

芝崎遺跡西部の畑跡と住居跡



幸良時代0)105号住居跡

床面の黒色土を取り除くと 、 住墨

跡を遺るときに揃った跡が確認で き

た.底には掛で掘った鋤先が残 1I 、

その酎先が整然と並んでいるところ

から、 計画的に掘っていることが分

かる.三た、この掘リ:亨を見ると 、

一回 1I 円側が深くなったいることか

ら、この住居跡は当初一回り小さ〈

遺られ、 世に拡張したことが推定さ

れた。

ょの奈良時代の畑跡と区画講を

尭掘したのが、本の写真である.

区画溝ど畑の畝溝とは少し離オ丸

区画溝の角には、 土師器聾が置か

れている械に出土した.この区画

溝から、 奈良時代の畑町、は車西約

20m 18:画の規模であったことが分
かったa

この長良時代の105号は、 遺跡の

ほぼ中央部の最も高い所にあり 、

5.96 x 5.8Omで、同時期の住居跡で
も最も縄棋の大きいものであった。

4 本の三柱穴に北壁中央に竃があ 1I 、

壁際には壁柱穴が不等間隔に穿たれ

ていた. !f.面は写真のように黒色土

で平らに整地してあった.この黒巴

土を除去したのが、下の写真である。

これは奈良時代の畑跡的区画講

を検出したところで そのちょう

ど十字路に当たるところである。

しかし区画溝は交差するのでは

なしすれ追うように直角に曲が

り 、 角のところから土師器聾が出

土した。溝の置土は ì.f!.， 色、 地山は

非褐色の，~めの砂で、 その堺は鮮

明である。

21 
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芝崎遺跡は、 果心川沿

いの標高 2......... 4mの低地

喧跡であるため、 たまに

洪水に見舞われた事もあ

ったろう .

写真の37 ・ 38 ・ 192号

住居跡は、 遺物の出土状

況が皆床より浮いていた

事から、水害に見舞われ

たと思われる。

. 
ーら

洪水で水没した平安時代の192号住居跡

一ーι「

重なって並列する奈 良~平安時代の202~204号住居跡



奈良時代の描立柱建物跡は、

平安建物跡群の西部にあるカ\

群をなしてはいない.

柱穴の径は小さし牲の配ヂl

1;1一定してなし構造的に定型

化していない械に思われる.

柱穴の最も大き い掘立柱建物跡

掘立柱建物跡群の中で、竃らし

き遺構を検出した.周囲は住居跡

の様な掘 1) 込みはなしその竃で

はない事は分かった.この竃から

は緑粕間器も出土し、特別な遺構

であったと思われる。

芝崎喧跡の掘立柱建物跡群は、

遺跡の最高所にあり 、 ほぽ方位に

合わせて配ヂしていたと思われる

が、中心部は重なっていて、一時

期の配列はよく分からない.

建物跡の~ (は 2X3 問で、桁

行が東西方両でものが~いが、東

部で IX2 問に有中ι心柱、 2X7

問などの変則均なものもある。こ

の建物跡群は L 、ずれも平安時代の

ものである.

奈良時代の揖立柱建物跡

左の写真は遺跡中最も大きい柱

穴を有する建物跡で、上部町径が

1 m、深さがImll どある. 2 X 
4 問で枝問が~々で桁行 2m間隔、

梁行2.5mで、 5X8mの婿模は建

物跡群中最も大き L 、。

n 
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芝崎遺跡では、基坑と思われる土坑が

40基ほど検出された。そのほとんどは群

集していて、 大きく 2 群に分かれて分布

していた。 l 群は西部の栗山川に近い所

で 1 7基あ 1 ) 、 うち 1 基は周囲に区画溝を

有していた。もう 1 群は建物跡群の中に

あり 、 こちらは 7 基であった。形状は円

形。方形、 長方形など様々で、 佳 1 mか

ら一辺 2m程度、 深さ 30cmほどである。

多くは遺物を共ない、 中には右の写真の

棋に、 副葬品として埋納したと思われる

土坑もある。

遺跡の西部、 栗山川に近い所で

鍛冶喧構が検出された。外郭は住

居跡的様に方形に掘 1) <ぽめられ、

床面上の中~より西寄1)に鍛冶炉

があり 、 その東側に鉄J宰が分布し

ていた。また照けからは金床石も

出土 L 、 消耗した鉄製品の打ち直

しをした村の鍛冶屋であったろう。

基坑と思われる

基坑の語'1葬品のサ器



芝崎 1 期 (8 世紀前葉)

芝崎3 期 (8 世紀後輩)

芝崎4 期 (9 世紀前葉)

芝崎 2 期 ( 8 世紀中葉)

幸良時代の土器は、 はじめ古域

時代の名残があり 、 原町底は九〈 、

聾なピも骨卑L 、。中葉以降になる

と 、 機轍挽きの坪が現れ、 聾は薄

I J 、 常総形も 8世紀を通じてある。

珂:には赤彩したものがあり 、 8 世

紀末まで残る.

平安時代になると 、 坪は手控ね

は少なくなり 、 ほとんど姥櫨挽 き

で、 底は庁、切 I J 、 周縁をへら削り

している.聾はあまり変化は無〈 、

ロ殺に段を有し、 胴が丸い耳総型

が中心となる。

芝崎 5 期 (9世紀中葉)
15 



芝崎6 期 (9 世紀後輩)

芝崎8 期(1 0世紀中葉)

26 芝崎10期 (ll世紀初)

1 0世紀になると坪はほとんど経詣
挽きとなり 、 口町聞きが大きく、底

部は阜切り設の整骨2はしな L 、。

中葉に緑軸陶器が入る.

it:葉になると 、 丸みがあっ て高台

を有した碗が、 再に代わって増えて

〈る.

芝崎 7 期 0 0世紀前葉)

芝崎 9 期(10世紀性葉)

11世紀には高高台の外尻坪(碗)

が現れ、 聾は房総型が無〈な I J 、 分

厚い胴丸の形になる.

この時期をもって平安時代目遺物

は消滅 L、遺跡は一時期断絶する。



8 世紀の坪には、

内外面に赤彩した坪

が多〈ある。器の装

飾であるが、 ハレの

用途として使われた

のかもしれな L 、

緑粕陶器碗

長岡京から来た土器

赤彩 L

奈良 ・ 平安時代の坪に

は、 内面を磨いて黒色処

理したものが、 一定割合

告まれる。これは素焼き

の水漏れを防〈工夫であ

ろう。また、 この坪は特

別な用途があったのかも

しれない。

内面黒色処理した坪

緑粕陶器瓶片

左の土器は、栗山川に近い住居跡から出

土した土器で 、 在地の土器 と 色、 形、 整形、

土が異なっていた。追求した所、長岡京の

土器とそっ〈けであった。これを向田市文

化財センターで見てもらったところ、間違

いなく長岡京の土器で、 高槻で作られた事

まで分かった。

27 



芝崎遺跡出土の墨曹土器

。
、L
 

芝崎遺跡では、墨

害土器が38.*. 出土し
ている。多〈は 1 宇

書きである。

また、 線宝'1土器も

多数あ1) 、 十字かす昨

宇が y < 、中には格

子状に入れたものが

あけ 、 何らかのNíb 、
に使ったかもしれな

芝崎遺跡出土の線劃l土器

芝崎 ・ 中島遺跡か

らは古代瓦が10数占l

出土した。その中で

十字橘文の押形のあ

る瓦があり 、 これは

山武市の真行寺廃寺

町瓦で、 芝崎と当寺

との関連を伺わせる。

28 芝崎 ・ 中島遺跡出土の瓦



5 . 中島遺跡
中島遺跡は、 芝崎遺跡の東へ50印n離

れた、 周けを水田に固まれた車西2∞m、

幅5印11の、東西に長い文字通 1) 中州に立

地し、 周けの水田よリ 1mほど高い低地

の蹴高地上町遺跡である。遺跡全体には

奈良時代から平安時代の畑跡を検出、 西

部に平安時代の掘立柱建物跡群があり 、

中央部に中世の2区画の居館跡がある。

掘立柱建物跡群の中叫こは、 いわゆる

四面廟付建物跡と呼ばれる大形建物があ

り 、 その西側に 2X2 聞の建物が南北に

3棟、 北側に4棟、 車側にも認められ、

コの字状に配列している。これは当時の

役所等の施設であったことが考えられる。

中島遺跡全体の航空写真

中島遺跡全体図

西側から鳥敵

29 
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中島遺跡の掘立柱建物跡群

中島遺跡の掘立柱建

物跡の柱穴には、 地固

めに白色土をいれてい

る。 これは芝崎遺跡東

部の水田下で見つかっ

た滝綿暑を採掘して、

使ったものである。こ

れはカルンウムを主成

分として、 実くと粘っ

て固まる。

中島遺跡の掘立柱

建物跡群は、中心に

四面廟付建物があり 、

それを困む様に束 ・

北 ・ 西の 3 面に建物

が並，.。その一群ど

して、 大きな施設と

思われる匂

黒い筋は串良時代の

畑跡である。
掘立柱建物跡の検出状態

中島遺跡掘立柱建物跡群の提元模型



平安時代の l 号井戸跡

景下段の井戸枠カ\

丁寧に製材し、ほぞ

孔を聞けた材で組ま

れ、 その上は校倉組

み、 上段は割った丸

太を載せただけ と 、

上ほど粗雑になって

いる。

底から杯、 i買患器

聾などが出土し、世

用性の埋め畏すとき

の、 井戸鎮め世式を

行った痕跡と思われ

る。

中島喧跡からは、 掘

立柱建物跡群の南東部

で、 建物跡 と 同時期と

思われる井戸跡が検出

された。深さは確認面

から8仇mほどであるが、

中から文字通リ井桁に

組んだ井戸枠が出土し、

底からは多数の土器等

が出た。井戸枠の多く

は杉材で、断面長方形

に製材し、ほぞをあけ

ているものから、 丸太

を嘗lったものまである。

真よから見た 1 号井戸跡

中島遺跡からは、 1 5基

の平安時代の土坑が検出

され、 その多〈がすり鉢

状で、 遺物が y <出土し、

ゴミ穴のようであった。

規模、 位置などはまばら

で、 とのような目的で掘

られたかは不明確である

が、 多くが湧水するので、

井戸として掘られたのか

もしれない。

平安時代はじめの 3号土坑
31 
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中島喧跡出土の;~患器三足量

中島3宣跡からは、 左町三足量やアの

緑紬陶器主:ど、 他の喧跡では見られな

L 、遺物が出土した。これは建物跡群と

あわせて考えると、 ここに特別な者が

いた可能性を示している。

また、 下の「畔代J r足代J r片野」

墨書も、 この地名が抑名を表している

事は、 前に述べた通1)である。

この中島遺跡カ\特別な場としてあ

る時、機能していた事は確かである。

中島遺跡出土の緑軸陶器片

「片野j

「足代J r畔代J (ともにあじろと読む)

中島喧跡出土の墨曹土器



6. 八石田遺跡

八石田遺跡は、篠本の南に張 I J 出

した白地にあ リ、古墳時代から平安

時代の住居跡が、 25軒検出された。

住居跡のほとんどは奈良時代である.

7 . 小川台遺跡

小川台喧跡は、小川台台地の西

端部を是掘 L . 9 軒町住居跡と 2

棟の掘立柱建物跡が検出された。

住居跡はいずれも奈良 ・ 平安時代

で、本のような遺物が出土した。

八石田遺跡全景

奈良時代の22号住屠跡

小川台遺跡全景

小川貴遺跡出土の遺物
33 
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8 北長山野遺跡
北長山好喧跡は、 尾根状の台地に奈良 ・ 平安時代の注居跡が1 5軒が検出された。

住居跡は重複しているのが3例あリ 、 8世紀後半から9世紀前半代で、 大きく舟けて

も 2 時期程度に形成された小規模集落である。視棋は一辺25~.告nで、 東長山野遺

跡の8世紀前半代から比較すると小規模になっている。

寸一
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北長山野喧跡北東部

北長山野遺跡北東部近景



重なる 11 ・ 12号住居跡

奈良時代の15号位居跡

l bす註居跡出土の土器

北長山野遺跡の住居

跡は、 いずれも規模が

小さし柱穴があるの

は 1 軒のみで、 それも

2 箇所であった。

時期は 2 期から 4 期

初め頃までで、 短期の

集落であった。

3s 



9 . 東長山野遺跡
虫長山野遺跡では、 本の

図の様に、 奈良 ・ 平安時代

の遺構は、 住居跡15軒、 掘

立柱建物跡2 棟、 火葬基 1

基が検出 さ れた。住居跡と

建物跡は散在し、 出土土器

から 8世紀前半代の一時期

の集落であったと推定され

る。住居跡の規模は、 一辺

1 .7 mから最大49mと幅が ¥ 

あり 、 金nを堺に柱穴の有 j 

錘が遣って 〈る。掘立柱建 H 
物跡は、 遺跡の最高所にあ

I J 、 2 棟とも柱問 2 問X3

問で、 ほほ直角に隣り合い、

柱穴の掘り方は大き〈なく 、

住居跡と同じ時期であろう

火葬基は、 最高所に位置

し 、 80cm四角の中央に組骨

器が納められ、 周囲には木

出がつめられていた。蔵骨

器の形から 10世紀と思われ

る.
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東長山野遺跡的奈良 ・ 平安時代遺構分布

36 東長山野遺跡空中写真



2 号住居跡

東長山野壇跡出土の奈良時代土器

この住居跡は大きい方

で、 方形の輪ll' に 、 4 本

の柱穴があ I J 、 古増時代

からの大家族制の名残が

考えられる。

出土土器から l 期的幸

良時代はじめで、 古埼時

代の土器の形を残してい

る。

下の直骨器は、 #焼き

σ);自主器で、 表面にタタ

キ目がある。 しかし、月台

土に砂が 7 <、 買が良〈

ない。

火葬墓出土の蔵骨器
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10 長倉宮脇 ・ 宮/前遺跡
長幸宮脇壇跡と宮ノ前喧跡は隣接して、南北に谷津が入って丘陵状となった台地に立

地し、 狭い台地上に集落が形成され、 西端に大宮神社が鎖直する。

奈良時代の住居跡は28軒、平安時代の住居跡は50軒、 掘立柱建物跡は44椋で構成され

る。住居跡は全体に散在するが、建物跡は南西部に集中するが、 配ヲ'1に規則性はな t 、。

遺物は特諌なものはないが、 墨害之器が30，~，と少し多 L 、。

、

X
C
J
Y

38 



-- 可' ー

宮ノ前遺跡の奈良時代92号住居跡

宮ノ前遺跡の奈良時代 l 号住居跡

宮脇遺跡の平安時代4号住屠跡

宮脇喧跡4 号住居跡

から は、 9世紀怯半の

大聾が 2 占出土した。
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宮脇 ・ 宮ノ前遺跡から出土した

奈良 ・ 平安時代の遺物は、全体で

は'" (はないが、 写真の8 世紀桂

半σ)92号住居跡や、 10-11世紀

の土器がまとまって出土した.ま

た墨書土器は30点あ IJ 、中には芝

崎遺跡と共通するものが見られる。

特筆されるのは、写真下町 9世紀

世半の須恵器大聖が、 2 長出土し

た事である.毎阜地域に大形1買患

器の流通が多かった事を示す資料

である。

宮ノ前遺跡出土の墨書土器

40 

宮ノ前遺跡事 良時代92号住居跡出土の土器

宮ノ前遺跡出土の10世紀末-ll世紀の土器

宮脇遺跡出土の調車器大型



11 . 長倉鍛冶屋台遺跡

12 中台大木戸遺跡、

出土した平安時代の土器

鍛冶屋台遺跡空中写真

鍛冶屋大遺跡は、 宮ノ前遺跡の東方の小

さな長を隔てた標高3印nの、 ほぽ平坦な台

地上にあ 1) 、弥生 ・ 古域時代からの遺構が

検出された。奈良 ・ 平安時代の遺構は、 住

居跡14軒、掘立柱建物跡2棟、 土坑13基な

どで、 古墳時代よ 1) ずっと少なくなる. 8 
世紀はヒめから 9世紀はじめまでである。

住居跡出土土器

中古大木戸遺跡は、 北と南か ら谷が入る、

分水界となる台地上に立地 L、標高41mの平

坦面少し広がる所である。

発掘では古墳時代の住居跡 l 軒と、平安時

代の住居跡 l 軒、 掘削王建物跡3棟が検出さ

れた。これは 9世紀中頃と思われる。
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13 石作台遺跡

石作台遺跡は、北と南とから谷が入る

背水堺となる . 標高42111の丘陵状の台地

にある.

発掘では奈良時代の住居跡が 5 軒検出

され、 下の写真の遺物が出土した。 遺物

からは 8 世紀i&半のもので、ほほ一時期

と思われる. 1 . 2 号は重裡とされるが、

拡張かも知れない. 3号は拡張している.

14. 古川新田低地遺跡

--
コミケ ' 
「

古川新田低地喧跡は、 芝崎遺跡とは

栗山川を挟んで対岸にあり 、 幸良 ・ 平

安時代田住居跡ど畑跡が検出され、 同

様な遺跡であるが、本来、陸続 き であ

ったかは分からな L 、住居跡は 8 軒あ

る.

42 

石 1乍大遺跡全景

出土した奈良時代の土器

古川新田遺跡 (西側から、

栗山川の対岸は芝崎遺跡、で

ある)



1 5 . 庚申遺跡

16. 粉豆遺跡、

1 

粉豆遺跡は、 屋形四社神社の東北loomll ピ

の所の砂州上の融高地にあ り、 尭掘で右のよう

な遺物と 、 融冶跡と思われる遺構が検出された。

四社神社は 10世紀末頃、 平良兼が居館を構え

た所と言われ、 この発掘によって、 その当寺の

遺跡が尭見され、 一つの傍証となった。

出土壇物の桂ろは項患器の聾で、キ前は土師器

の聾 ・ 坪片 . ;n患器聾片である。いずれも小片

であるため. 時期の確定は難しいが、 おおむね

10世紀であろう。

本遺跡は、標高 6 111の低

地の微高地に立地し、地山

は砂地である。検出喧構は

畑跡の畝溝や区画溝が検出

され、遺物は、 奈良 ・ 平安

時代の土師器 ・ '~.'!l器が出
土した。当地は武射郡畔f\

榔に比定されるが、 それを

示す資料はなかった。

庚申遺跡出土壇物

粉豆遺跡近景(報告書から)
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横芝光宙Tの奈良 ・ 平安時代の土師器 ・ 須恵器編年と遺跡
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N. おわ り に
以上、 横芝光町の発掘調査された奈良 ・ 平安

時代の遺跡を紹介した。これを出土土器とその

遺跡、の存続時期どをまとめたのが、 まの表であ

る。土器の方はほとんどを、 全時期にわたって

存続した芝崎遺跡から採っている。

この表を見て一目で分かるのは、 事良時代初

めから始まる遺跡が多い事である。その中で神

山谷長吉宮ノ前の様に古墳時代から継続する

遺跡仁芝崎の様に奈良時代になって開始する

遺跡、どがある。遺跡の多〈は台地上の立地であ

るカ\芝崎は低地である。つまり奈良時代にな

って急激な人口の増加によって、 新田開発等の

耕地拡大が必要となけ 、 f阜地への進出が促進さ

れたのであろう。それは 8 世紀になって律令制

的確立によって、豪族の支配下にあった部民が

公民化さ 11，人口の増加による食糧難を解消す

るため、百万町Z炉開墾が計画された。まさに古

代のハプルの時代であったと言える。それがこ

の地域にも及んで、 遺跡が ÿ (なったのであろ

フ。

一方で平安時代になると、 遺跡は減少傾向に

なけ 、 11世紀町中頃には遺跡が確認できな〈な

る。関東では承平 5(935)年、 平将門の乱が起こ

11 ， 土地の荒廃が進んでいった。さらに公地的

私有化と荘園の増大によって、 律令制は崩壊し

ていった。そして房総では、 長元元(1028)年、

平忠常の乱が止めを刺した。

その後、 再び人的気配が見られる様になるの

は、 12世紀末、 源頼朝が謙意に幕府を開〈頃

になってである。
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